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第１章． ガイドラインの利用方法                          

 

１）基本事項 

「土木工事における適正な工期設定ガイドライン（トンネル編）（以下「ガイドライン（ＴＮ

編）」という）」は、各工種の共通事項を整理した「土木工事における適正な工期設定ガイドラ

イン（共通編）」とは別に、トンネル工事の経験、組織や担当者の考え方等に係らず標準的な工

事期間が設定できるよう制定したものである。 

工程作成支援ツールについては、表計算ソフト（Excel）に積算に用いる支保パターン毎の数

量及び１ヵ月当り進行長（サイクルタイムより算出）等を入力することで、施工日数が算出可

能となっていることから、全体工期設定の補助ツールとして整備している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）利用にあたっての留意点 

「ガイドライン（ＴＮ編）」の利用にあたっての留意点は以下のとおりである。 

(ⅰ) ここに示す工程は、標準的なものである。 

(ⅱ) 作業休止日数（４週８休）は考慮している。 

(ⅲ) 一般的な施工機械を対象としている。 

 (ⅴ) 土木工事積算要領（以下、積算要領という。）の各代価の適用条件と異なる場合は、

別途考慮すること。 

(ⅵ) 「工程作成支援ツール」に定めの無い工種であっても、全体工期に影響を与えるも

のについては、別途、設定すること。 

(ⅶ) 「ガイドライン（ＴＮ編）」及び「工程作成支援ツール」は、工事発注時において、

発注者が全体工程の流れを把握し、工程表を作成する際の参考資料として活用する

こと。 

  

土木工事における適正な工期設定ガイドライン（共通編） 

土木工事における適正な工期設定ガイドライン（トンネル編） 

・施工の流れ［新設・修繕］ 

・標準工程表［検討事項、工期の設定例］ 

・工程作成支援ツール［Excel］ 
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第２章． トンネル工事施工の流れ 

 

１） 本章では、トンネル工事の施工の流れを示す。 

   施工フロー及び施工順序に記載のある工種は、標準的なトンネル工事に含まれる工種を示

したもので施工フローについては、付帯的な工種は施工時期が固定されない場合もあるため、

参考として記載している。 

 

２） 施工順序に示した工種は次表のとおり。 

No 区 分 名   称 単位 

1 単価項目 トンネル掘削 Ｂ（爆破掘削） ｍ3 

2 単価項目 トンネル掘削 Ｋ（機械掘削） ｍ3 

3 ――― インバート掘削※1 ｍ3 

4 単価項目 吹付けコンクリート工 ｍ2 

5 単価項目 ロックボルト工※2 本 

6 単価項目 鋼アーチ支保工 基 

7 単価項目 金網工 ｍ2 

8 単価項目 ずり処理工 ｍ3 

9 単価項目 インバート埋戻し工 ｍ3 

10 単価項目 覆工コンクリート（コンクリート・型わく・鉄筋） ｍ3・ｍ2・ｔ 

11 単価項目 インバートコンクリート（コンクリート・型わく・鉄筋） ｍ3・ｍ2・ｔ 

12 単価項目 計測工Ｂ 箇所 

13 単価項目 覆工防水工 ｍ2 

14 単価項目 裏面排水工 ｍ 

15 単価項目 路盤排水工 ｍ 

16 単価項目 汚濁水処理工 式 

17 単価項目 フリッカ設備工 式 

18 ―――※3 土壌・水質分析 式 

19 割掛項目 吹付設備工 式 

20 割掛項目 ターンテーブル設備工 式 

21 割掛項目 換気設備工 式 

22 割掛項目 坑口切付け 式 

23 割掛項目 火薬庫 式 

※1：単価項目 トンネル掘削に含む 

※2：フォアポーリングの場合は、ロックボルト Ｆ 

※3：実施内容により判断 
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２－１． 爆破掘削方式                                       

１） 施工フロー 

トンネル工（爆破掘削方式：補助ベンチ付全断面掘削工法）工事施工の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トンネル工（爆破掘削方式） 

 施工ステップ図 

工期＝トンネル掘削期間＋2.5 ヶ月＋排水工等雑工期間＋準備及び跡片付け 

（数量算出要領第 15 章トンネル工より） 

※1：Ni は、トンネル掘削期間（全断面）を示す 

※2：L は、トンネル全延長を示す 

※3：延長が短いトンネルでは、掘削完了の 2 か月後に覆工コンクリートを完成さ 

せることが困難な場合があるため、必ずしも覆工コンクリートの完成はトンネ 

ル掘削完了後の 2 か月後にならなくてもよい 

※4：必要に応じて、坑口切付けの期間を計上する。 

※5：金網は、高強度吹付コンクリートの場合は、原則設置しない 
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施工順序

坑 口 切 付 け

掘削（穿孔・装薬・爆破）

ず り 処 理 ・ こ そ く

鋼 ア ー チ 支 保 工

吹 付 コ ン ク リ ー ト

ロ ッ ク ボ ル ト 工

上

下

半

掘

削

支

保

掘 削 （ ブ レ ー カ ）

鉄 筋

インバートコンクリート工

埋 戻 し 工

イ

ン

バ

ー

ト

裏 面 排 水 工

覆 工 防 水 工

鉄 筋

型 わ く 組 立 ・ 移 動 据 付

覆

工

覆 工 コ ン ク リ ー ト

床 掘

接 続 管

埋 戻 し

路

盤

排

水

工

吹 付 設 備 撤 去

換 気 設 備 撤 去

火 薬 庫 撤 去

受 電 設 備 撤 去

設

備

撤

去

工
汚 濁 水 処 理 設 備 撤 去

型 わ く 解 体 撤 去

完 成

吹 付 設 備 工

換 気 設 備 工

火 薬 庫

受 電 設 備 工

汚 濁 水 処 理 工

準

備

工

フ ォ ア ポ ー リ ン グ 工

計 測 工 B

汚 濁 水 処 理 工

土 壌 ・ 水 質 分 析

タ ー ン テ ー ブ ル 設 備 工

掘

削

補

助

中 央 ・ 横 断 排 水 工

掘削機械配置例：上下半削岩作業時（爆破掘削方式）
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施工順序

施工ヤード全景

換気設備
土砂仮置き場

吹付設備

汚濁水
処理設備

トンネル
坑 口 側

工事用
道 路

施工順序

吹付設備工（搬入設置状況） 吹付設備工（設置完了）

換気設備工（設置状況） 換気設備工（設置完了）

坑 口 切 付 け

掘削（穿孔・装薬・爆破）

ず り 処 理 ・ こ そ く

鋼 ア ー チ 支 保 工

吹 付 コ ン ク リ ー ト

ロ ッ ク ボ ル ト 工

上

下

半

吹 付 設 備 工

換 気 設 備 工

火 薬 庫

受 電 設 備 工

汚 濁 水 処 理 工

準

備

工

フ ォ ア ポ ー リ ン グ 工
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施工順序

火薬庫 受電設備工

汚濁水処理工（設置状況） 汚濁水処理工（設置完了）

坑 口 切 付 け

吹 付 設 備 工

換 気 設 備 工

火 薬 庫

受 電 設 備 工

汚 濁 水 処 理 工

準

備

工

掘削（穿孔・装薬・爆破）

ず り 処 理 ・ こ そ く

鋼 ア ー チ 支 保 工

吹 付 コ ン ク リ ー ト

ロ ッ ク ボ ル ト 工

上

下

半

フ ォ ア ポ ー リ ン グ 工

ダンプトラック（25t）

主な使用機械１

ドリフタ（ドリルジャンボ装着）

ブレーカ

ドリルジャンボ（３ブーム、ホイール）

ホイールローダ（3.0m3級）

ドリルジャンボ（３ブーム、クローラ）参考

6



防水工作業台車

主な使用機械２

覆工型枠

バックホウ コンクリート吹付機・トラックミキサ

集じん機・風管コンクリートポンプ車・トラックミキサ

施工順序

吹付コンクリート施工 鋼アーチ支保工設置

掘削 坑口切付施工完了

坑 口 切 付 け

吹 付 設 備 工

換 気 設 備 工

火 薬 庫

受 電 設 備 工

汚 濁 水 処 理 工

準

備

工

掘削（穿孔・装薬・爆破）

ず り 処 理 ・ こ そ く

鋼 ア ー チ 支 保 工

吹 付 コ ン ク リ ー ト

ロ ッ ク ボ ル ト 工

上

下

半

フ ォ ア ポ ー リ ン グ 工
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施工順序

穿孔 装薬

爆破直後 爆破後

坑 口 切 付 け

吹 付 設 備 工

換 気 設 備 工

火 薬 庫

受 電 設 備 工

汚 濁 水 処 理 工

準

備

工

ドリルジャンボ

掘削（穿孔・装薬・爆破）

ず り 処 理 ・ こ そ く

鋼 ア ー チ 支 保 工

吹 付 コ ン ク リ ー ト

ロ ッ ク ボ ル ト 工

上

下

半

フ ォ ア ポ ー リ ン グ 工

施工順序

こそく ずり処理（ずり積込み・運搬）

ずり処理(ずり積込み) ずり処理（ずり荷卸し）

坑 口 切 付 け

吹 付 設 備 工

換 気 設 備 工

火 薬 庫

受 電 設 備 工

汚 濁 水 処 理 工

準

備

工

サイドダンプ式
ホイルローダ

バックホウ

仮置き場

ブレーカ

ダンプトラック

掘削（穿孔・装薬・爆破）

ず り 処 理 ・ こ そ く

鋼 ア ー チ 支 保 工

吹 付 コ ン ク リ ー ト

ロ ッ ク ボ ル ト 工

上

下

半

フ ォ ア ポ ー リ ン グ 工
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施工順序

鋼アーチ支保 鋼アーチ支保工

坑 口 切 付 け

吹 付 設 備 工

換 気 設 備 工

火 薬 庫

受 電 設 備 工

汚 濁 水 処 理 工

準

備

工

吹付コンクリート

掘削（穿孔・装薬・爆破）

ず り 処 理 ・ こ そ く

鋼 ア ー チ 支 保 工

吹 付 コ ン ク リ ー ト

ロ ッ ク ボ ル ト 工

上

下

半

フ ォ ア ポ ー リ ン グ 工

エレクタ型吹付機

施工順序

モルタル充填（ロックボルト）

坑 口 切 付 け

吹 付 設 備 工

換 気 設 備 工

火 薬 庫

受 電 設 備 工

汚 濁 水 処 理 工

準

備

工

打設（ロックボルト）

掘削（穿孔・装薬・爆破）

ず り 処 理 ・ こ そ く

鋼 ア ー チ 支 保 工

吹 付 コ ン ク リ ー ト

ロ ッ ク ボ ル ト 工

上

下

半

フ ォ ア ポ ー リ ン グ 工

削孔（ロックボルト）

ドリルジャンボ

9



必要に応じ施工（補助工法：フォアポーリング）

削孔（フォアポーリング） モルタル充填（フォアポーリング）

打設（フォアポーリング）

坑 口 切 付 け

吹 付 設 備 工

換 気 設 備 工

火 薬 庫

受 電 設 備 工

汚 濁 水 処 理 工

準

備

工

ドリルジャンボ

掘削（穿孔・装薬・爆破）

ず り 処 理 ・ こ そ く

鋼 ア ー チ 支 保 工

吹 付 コ ン ク リ ー ト

ロ ッ ク ボ ル ト 工

上

下

半

フ ォ ア ポ ー リ ン グ 工

施工順序

計測工Ｂ（ロックボルト軸力試験） 計測工Ｂ（地中変位測定）

計測工Ｂ（覆工の応力測定）

掘 削 （ ブ レ ー カ ）

鉄 筋

インバートコンクリート工

埋 戻 し 工

イ

ン

バ

ー

ト

裏 面 排 水 工

覆 工 防 水 工

鉄 筋

型 わ く 組 立 ・ 移 動 据 付

覆

工

覆 工 コ ン ク リ ー ト

計 測 工 B

汚 濁 水 処 理 工

土 壌 ・ 水 質 分 析

タ ー ン テ ー ブ ル 設 備 工

掘

削

補

助

10



施工順序

汚濁水処理工（汚泥）

掘 削 （ ブ レ ー カ ）

鉄 筋

インバートコンクリート工

埋 戻 し 工

イ

ン

バ

ー

ト

裏 面 排 水 工

覆 工 防 水 工

鉄 筋

型 わ く 組 立 ・ 移 動 据 付

覆

工

覆 工 コ ン ク リ ー ト

計 測 工 B

汚 濁 水 処 理 工

土 壌 ・ 水 質 分 析

タ ー ン テ ー ブ ル 設 備 工

掘

削

補

助

ターンテーブル設備工（必要に応じて）

脱水ケーキ

土壌・水質分析

汚濁水処理工(処理状況）

施工順序

インバート掘削 インバート型枠

インバート鉄筋

掘 削 （ ブ レ ー カ ）

鉄 筋

インバートコンクリート工

埋 戻 し 工

イ

ン

バ

ー

ト

裏 面 排 水 工

覆 工 防 水 工

鉄 筋

型 わ く 組 立 ・ 移 動 据 付

覆

工

覆 工 コ ン ク リ ー ト

計 測 工 B

汚 濁 水 処 理 工

土 壌 ・ 水 質 分 析

タ ー ン テ ー ブ ル 設 備 工

掘

削

補

助

ブレーカ

インバートコンクリート打設

打設完了
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施工順序

インバート埋戻し インバート締固め

掘 削 （ ブ レ ー カ ）

鉄 筋

インバートコンクリート工

埋 戻 し 工

イ

ン

バ

ー

ト

裏 面 排 水 工

覆 工 防 水 工

鉄 筋

型 わ く 組 立 ・ 移 動 据 付

覆

工

覆 工 コ ン ク リ ー ト

計 測 工 B

汚 濁 水 処 理 工

土 壌 ・ 水 質 分 析

タ ー ン テ ー ブ ル 設 備 工

掘

削

補

助

インバート締固め完了

振動ローラ

インバート桟橋（参考）

※インバート部を横過するための桟橋で、インバー
ト工と掘削工を同時に施工する場合等に用いる

施工順序

覆工防水工作業台車

掘 削 （ ブ レ ー カ ）

鉄 筋

インバートコンクリート工

埋 戻 し 工

イ

ン

バ

ー

ト

裏 面 排 水 工

覆 工 防 水 工

鉄 筋

型 わ く 組 立 ・ 移 動 据 付

覆

工

覆 工 コ ン ク リ ー ト

計 測 工 B

汚 濁 水 処 理 工

土 壌 ・ 水 質 分 析

タ ー ン テ ー ブ ル 設 備 工

掘

削

補

助

覆工防水工完了

裏面排水工

防水シート溶着

12



施工順序

鉄筋(2)

型わく組立

掘 削 （ ブ レ ー カ ）

鉄 筋

インバートコンクリート工

埋 戻 し 工

イ

ン

バ

ー

ト

裏 面 排 水 工

覆 工 防 水 工

鉄 筋

型 わ く 組 立 ・ 移 動 据 付

覆

工

覆 工 コ ン ク リ ー ト

計 測 工 B

汚 濁 水 処 理 工

土 壌 ・ 水 質 分 析

タ ー ン テ ー ブ ル 設 備 工

掘

削

補

助

型わく移動

鉄筋(1)

型枠（スチールフォーム）

施工順序

型わく据付(箱抜き型わく）

掘 削 （ ブ レ ー カ ）

鉄 筋

インバートコンクリート工

埋 戻 し 工

イ

ン

バ

ー

ト

裏 面 排 水 工

覆 工 防 水 工

鉄 筋

型 わ く 組 立 ・ 移 動 据 付

覆

工

覆 工 コ ン ク リ ー ト

計 測 工 B

汚 濁 水 処 理 工

土 壌 ・ 水 質 分 析

タ ー ン テ ー ブ ル 設 備 工

掘

削

補

助

覆工コンクリート（ミキサー車）

型わく据付

型わく据付完了
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施工順序

覆工コンクリート（打設）

掘 削 （ ブ レ ー カ ）

鉄 筋

インバートコンクリート工

埋 戻 し 工

イ

ン

バ

ー

ト

裏 面 排 水 工

覆 工 防 水 工

鉄 筋

型 わ く 組 立 ・ 移 動 据 付

覆

工

覆 工 コ ン ク リ ー ト

計 測 工 B

汚 濁 水 処 理 工

土 壌 ・ 水 質 分 析

タ ー ン テ ー ブ ル 設 備 工

掘

削

補

助

型枠移動（養生完了後）

覆工コンクリート（打設）

覆工コンクリート（打設）

覆工防水

型わく

施工順序

掘 削 （ ブ レ ー カ ）

鉄 筋

インバートコンクリート工

埋 戻 し 工

イ

ン

バ

ー

ト

裏 面 排 水 工

覆 工 防 水 工

鉄 筋

型 わ く 組 立 ・ 移 動 据 付

覆

工

覆 工 コ ン ク リ ー ト

計 測 工 B

汚 濁 水 処 理 工

土 壌 ・ 水 質 分 析

タ ー ン テ ー ブ ル 設 備 工

掘

削

補

助

覆工コンクリート打設完了 繊維現地混合（覆工コンクリート）

※地山等級Ｄ・坑口部に適用
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施工順序

中央排水工

横断排水工 埋戻し材投入

床掘

中 央 ・ 横 断 排 水 工

接 続 管

埋 戻 し

路

盤

排

水

工

吹 付 設 備 撤 去

換 気 設 備 撤 去

火 薬 庫 撤 去

受 電 設 備 撤 去

設

備

撤

去

工
汚 濁 水 処 理 設 備 撤 去

型 わ く 解 体 撤 去

完 成

床 掘

バックホウ

施工順序

路盤排水工設置完了

トンネル工完成

埋戻し材締固め

中 央 ・ 横 断 排 水 工

接 続 管

埋 戻 し

路

盤

排

水

工

吹 付 設 備 撤 去

換 気 設 備 撤 去

火 薬 庫 撤 去

受 電 設 備 撤 去

設

備

撤

去

工
汚 濁 水 処 理 設 備 撤 去

型 わ く 解 体 撤 去

完 成

床 掘
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２－２． 機械掘削方式                                       

１）施工フロー 

トンネル工（機械掘削方式：ベンチカット工法）工事施工の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トンネル工（機械掘削方式） 

 施工ステップ図 

工期＝上半掘削期間＋3.0 ヶ月＋排水工等雑工期間＋準備及び跡片付け 

（数量算出要領第 15 章トンネル工より） 

※1：Ni は、トンネル掘削期間（上半）を示す 

※2：L は、トンネル全延長を示す 

※3：延長が短いトンネルでは、掘削完了の 2 か月後に覆工コンクリートを完成さ 

せることが困難な場合があるため、必ずしも覆工コンクリートの完成はトンネ 

ル掘削完了後の 2 か月後にならなくてもよい 

※4：必要に応じて、坑口切付けの期間を計上する。 

※5：金網は、高強度吹付コンクリートの場合は、原則設置しない 
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施工順序

坑 口 切 付 け

掘 削

ず り 処 理

鋼 ア ー チ 支 保 工

吹 付 コ ン ク リ ー ト

ロ ッ ク ボ ル ト 工

上

半

下

半

掘

削

支

保

掘 削 （ ブ レ ー カ ）

鉄 筋

インバートコンクリート工

埋 戻 し 工

イ

ン

バ

ー

ト

裏 面 排 水 工

覆 工 防 水 工

鉄 筋

型 わ く 組 立 ・ 移 動 据 付

覆

工

覆 工 コ ン ク リ ー ト

床 掘

接 続 管

埋 戻 し

路

盤

排

水

工

吹 付 設 備 撤 去

換 気 設 備 撤 去

火 薬 庫 撤 去

受 電 設 備 撤 去

設

備

撤

去

工
汚 濁 水 処 理 設 備 撤 去

型 わ く 解 体 撤 去

完 成

吹 付 設 備 工

換 気 設 備 工

火 薬 庫

受 電 設 備 工

汚 濁 水 処 理 工

準

備

工

フ ォ ア ポ ー リ ン グ 工

計 測 工 B

汚 濁 水 処 理 工

土 壌 ・ 水 質 分 析

タ ー ン テ ー ブ ル 設 備 工

掘

削

補

助

中 央 ・ 横 断 排 水 工

※準備工、坑口切付け、掘削補助、
インバート、覆工、路盤排水工、設
備撤去工は、爆破掘削工法と同作業

掘削機械配置例：上半削岩作業時（機械掘削方式 20N/mm2以上）
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掘削機械配置例：上半削岩作業時（機械掘削方式 20N/mm2未満）

主な使用機械

ドリルジャンボ（２ブーム） トンネル掘進機（ロードヘッダ等） 油圧切削機（ツインヘッダ等）

ホイールローダ（2.3m3級） ダンプトラック（10t）

※掘削支保に用いるブレーカ、バックホウ、
コンクリート吹付機、トラックミキサ、集
じん機、風管は、爆破掘削工法と同機械

18



施工順序

上半掘削（トンネル掘進機） 上半掘削（油圧切削機）

ずり処理（ずり積込み）

掘 削

ず り 処 理

鋼 ア ー チ 支 保 工

吹 付 コ ン ク リ ー ト

ロ ッ ク ボ ル ト 工

上

半

掘

削

支

保
フ ォ ア ポ ー リ ン グ 工

掘 削

ず り 処 理

鋼 ア ー チ 支 保 工

吹 付 コ ン ク リ ー ト

下

半

掘

削

支

保 ロ ッ ク ボ ル ト 工

※地山強度：一軸圧縮強度20N/mm2以上 ※地山強度：一軸圧縮強度20N/mm2未満

サイドダンプ式
ホイルローダ ダンプトラック

鋼アーチ支保工

エレクタ型吹付機

施工順序

吹付コンクリート

エレクタ型
吹付機

掘 削

ず り 処 理

鋼 ア ー チ 支 保 工

吹 付 コ ン ク リ ー ト

ロ ッ ク ボ ル ト 工

上

半

掘

削

支

保
フ ォ ア ポ ー リ ン グ 工

掘 削

ず り 処 理

鋼 ア ー チ 支 保 工

吹 付 コ ン ク リ ー ト

下

半

掘

削

支

保 ロ ッ ク ボ ル ト 工

削孔（ロックボルト）

ドリルジャンボ

モルタル充填（ロックボルト） 打設（ロックボルト）

ドリルジャンボ
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必要に応じ施工（補助工法：フォアポーリング）

削孔（フォアポーリング） モルタル充填（フォアポーリング）

打設（フォアポーリング）

ドリルジャンボ

掘 削

ず り 処 理

鋼 ア ー チ 支 保 工

吹 付 コ ン ク リ ー ト

ロ ッ ク ボ ル ト 工

上

半

掘

削

支

保
フ ォ ア ポ ー リ ン グ 工

掘 削

ず り 処 理

鋼 ア ー チ 支 保 工

吹 付 コ ン ク リ ー ト

下

半

掘

削

支

保 ロ ッ ク ボ ル ト 工

施工順序

下半掘削（ブレーカ） ずり処理（ずり積込み）

鋼アーチ支保工

サイドダンプ式
ホイルローダ

ダンプトラック

支保材

掘 削

ず り 処 理

鋼 ア ー チ 支 保 工

吹 付 コ ン ク リ ー ト

ロ ッ ク ボ ル ト 工

上

半

掘

削

支

保
フ ォ ア ポ ー リ ン グ 工

掘 削

ず り 処 理

鋼 ア ー チ 支 保 工

吹 付 コ ン ク リ ー ト

下

半

掘

削

支

保 ロ ッ ク ボ ル ト 工

吹付コンクリート

エレクタ型
吹付機
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施工順序

削孔（ロックボルト） モルタル充填（ロックボルト）

ロックボルト打設

ドリルジャンボ

ドリルジャンボ

掘 削

ず り 処 理

鋼 ア ー チ 支 保 工

吹 付 コ ン ク リ ー ト

ロ ッ ク ボ ル ト 工

上

半

掘

削

支

保
フ ォ ア ポ ー リ ン グ 工

掘 削

ず り 処 理

鋼 ア ー チ 支 保 工

吹 付 コ ン ク リ ー ト

下

半

掘

削

支

保 ロ ッ ク ボ ル ト 工
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２－３． 避難連絡坑                                        

１）施工フロー 

トンネル工（避難連絡坑）工事施工の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡坑取合部撤去 ※1 完成

補強ロックボルト

補強プレート

覆工コンクリート

吹付けコンクリート工

ロックボルト工

ずり処理工

鋼アーチ支保工

トンネル掘削

計測工Ｂ

汚濁水処理工

土壌・水質分析

路盤排水工

中央・横断排水管

接続管

床掘・埋戻し（金網工）

連絡坑取合部補強 ※1

ロックボルト工（撤去）

鋼アーチ

支保工（撤去）

型わく

裏面排水工

覆工防水工

※1：連絡坑取合部補強及び連絡坑取合部撤去は、現場状況に応じて実施する 

 

トンネル工（避難連絡坑） 

 施工ステップ図 
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施工順序

掘 削

ず り 処 理

鋼 ア ー チ 支 保 工

吹 付 コ ン ク リ ー ト

ロ ッ ク ボ ル ト 工

掘

削

支

保

裏 面 排 水 工

覆 工 防 水 工

型 わ く 組 立 ・ 移 動 据 付

覆

工

覆 工 コ ン ク リ ー ト

床 掘

接 続 管

埋 戻 し

路

盤

排

水

工

完 成

補 強 ロ ッ ク ボ ル ト

補 強 プ レ ー ト

ロックボルト工（撤去）

鋼アーチ支保工（撤去）

取

合

部

計 測 工 B

汚 濁 水 処 理 工

土 壌 ・ 水 質 分 析

掘

削

補

助

中 央 ・ 横 断 排 水 工

※掘削補助、路盤排水工は、爆破
掘削工法と同作業

施工順序

補強プレート 補強ロックボルト

鋼アーチ支保工（撤去） ロックボルト工（撤去）

掘 削

ず り 処 理

鋼 ア ー チ 支 保 工

吹 付 コ ン ク リ ー ト

ロ ッ ク ボ ル ト 工

掘

削

支

保

補 強 ロ ッ ク ボ ル ト

補 強 プ レ ー ト

ロックボルト工（撤去）

鋼アーチ支保工（撤去）

取

合

部
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施工順序

掘削（爆破） 掘削（機械）

ずり処理（ずり積込み）

補 強 ロ ッ ク ボ ル ト

補 強 プ レ ー ト

ロックボルト工（撤去）

鋼アーチ支保工（撤去）

取

合

部

鋼アーチ支保工

掘 削

ず り 処 理

鋼 ア ー チ 支 保 工

吹 付 コ ン ク リ ー ト

ロ ッ ク ボ ル ト 工

掘

削

支

保

施工順序

吹付コンクリート 削孔（ロックボルト）

打設（ロックボルト）

補 強 ロ ッ ク ボ ル ト

補 強 プ レ ー ト

ロックボルト工（撤去）

鋼アーチ支保工（撤去）

取

合

部

掘 削

ず り 処 理

鋼 ア ー チ 支 保 工

吹 付 コ ン ク リ ー ト

ロ ッ ク ボ ル ト 工

掘

削

支

保
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施工順序

覆工防水工 型わく組立

型わく据付 覆工コンクリート

裏 面 排 水 工

覆 工 防 水 工

型 わ く 組 立 ・ 移 動 据 付

覆

工

覆 工 コ ン ク リ ー ト
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第３章． 標準工程表                           

 

標準工程表は、工事全体の工程（全体工程表）を補足するためのものであり、工事発注計画の

立案、現場技術者の工程管理、受注者から提出された施工計画書及び全体工程表の照査における

参考資料とするものである。 

第４章で記載する「工程作成支援ツール」は、積算要領から積み上げたサイクルタイム及び施

工数量等から施工日数を算出し、標準工程表を作成するものである。 

 なお、全体工程表の作成にあたっては、現地の状況などを踏まえ検討すること。 

 

３－１．検討事項                                    

 適切な全体工程表を作成するためには、現地条件、作業時間帯、近接工区との調整、施工順序

等を検討することが必要であり、考慮すべき検討事項は以下のとおり。 

 

１） 労働時間 

   トンネルの坑内作業は、昼夜２交替（２方）で行う工種と、昼間だけ（１方）で行う工種

に分類される。 

   工種別の作業方数（１日当り）及び労働時間は、下表を標準とする。ただし、これらの拘

束時間、実働時間、実作業時間は、全体工程表作成に当たり標準的に定めた値であり、環境

問題等で作業時間に制約がある場合は、現地の条件に応じて変更するものとする。 

   また、トンネル片押し延長が４km を超える場合は、入出坑に要する時間等について別途

考慮するものとする。 

 

作業内容 
作業 

方数 

１方当り 

実働時間 

１方当り 

実作業時間 

１）坑外仮設、撤去等坑外一般 

２）坑門工関係 

３）坑内コンクリート関連作業（覆工コンクリート） 

１方 ８時間 ７時間 

４）坑内コンクリート関連作業（覆工コンクリート以外） 

５）坑内仮設、保守等 

６）インバート掘削等 

１方 
８時間 

 

７時間 

 

７）坑内掘削及びこれに関連する作業、機械運転保守等 
２方 

８時間 

 

７時間 
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２） トンネル掘削方式 

 ① 爆破掘削方式 

    掘削は油圧さく岩機を使用する爆破掘削方式で、ずり搬出はタイヤ方式とし、掘削工法

は、補助ベンチ付全断面掘削工法（上下半同時発破）を標準とする。 

    なお、上半と下半の境界はＳ・Ｌ（スプリングライン）を標準とする。 

 

 ② 機械掘削方式 

    上半部の掘削はブーム式の自由断面掘削機（又は油圧切削機）、下半部の掘削にはブレ

ーカ及びバックホウをそれぞれ使用する機械掘削方式で、ずり搬出はタイヤ方式とし、掘

削工法は、ベンチカット工法（上下半同時施工）を標準とする。なお、上半と下半の境界

はＳ・Ｌ（スプリングライン）を標準とする。 

 

３） 基本工程表 

   トンネル工事の基本工程は、数量算出要領によらず、下表のとおりとする。 

作業内容 
単位当り 

標準施工量 
標準工期（月） 

準 備 工  110 日間 

坑 口 切 付 け  １ヶ月（必要に応じ） 

掘 削 （ 上 半 ）  Ｎｉ＝延長／月進※1 

掘 削 （ 下 半 ）  （Ｎｉ）※2＋0.5 ヶ月 

掘削（インバート）  
（Ｎｉ）※2＋1 ヶ月 

1 ヶ月は、掘削工程のみに加算 

覆 工 コ ン ク リ ー ト Ｖ＝105ｍ／月 

（Ｎｃ）※2＋2 ヶ月※3 

Ｎｃ＝全延長／105 （4 週 8 休工事

の場合、Ｎｃ＝全延長／95） 

排 水 工 等 雑 工 Ｖ’＝400ｍ／月 
Ｎｄ＋0.5 ヶ月 

Ｎｄ＝全延長／400 

跡 片 付 け  ２ヶ月 

   ※１：サイクルタイムより算定 

   ※２：（ ）は工程に加算されない。 

※３：延長が短いトンネルでは、掘削完了の２ヶ月後に覆工コンクリートを完成させるこ

とが困難となる場合があるため、必ずしも覆工コンクリートの完成はトンネル掘削

完了後の２ヶ月後とする必要は無い。 
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４） 基本工程の考え方と標準工期 

 ① 準備工 

施工に先立って行う、労務、資機材の調達、調査、測量、設計図書の照査、現場事務所

の設置等に要する期間であり、「工期設定ガイドライン（共通編）」により設定する。な

お、新たに工事用道路を施工する場合は、別途工程を算出する。 

     Ｎｐ ＝ 110 日 

 

 ② 坑口切付け 

トンネル坑口部の切土、法面保護工、支保工等の施工に要する期間であり、地すべり対策工等の

坑口部対策工が必要な場合は、別途算出する。 

     Ｎｋ ＝ １ヶ月（必要に応じ） 

 

 ③ トンネル掘削 

  （上 半） 

    掘削パターン毎の掘削延長を月進で除して月数を求め、工程を算出する。 

     Ｎｉ ＝ 掘削延長／月進 （ ヶ月） 

          ※爆破掘削方式の場合、全断面掘削となるため上下半の掘削期間 

  （下 半） 

    上半から０．５ヶ月遅れで、上半と同様に掘進するものとする。 

  （インバート） 

    下半から０．５ヶ月遅れで、下半と同様に掘進するものとする。 

 

 ④ 覆工コンクリート 

    下半のトンネル掘削が完了してから、２ヶ月後に覆工コンクリートが完了するよう、計

画するものとし、月進は 105ｍ／月とする。ただし、延長が短いトンネルでは、掘削完了

の２ヶ月後に覆工コンクリートを完成させることが困難となる場合があるため、必ずしも

覆工コンクリートの完成はトンネル掘削完了後の２ヶ月後とする必要は無い。 

     Ｎｃ ＝ 覆工全延長／95 （ ヶ月） 

 

 

 

 ⑤ 排水工等雑工 

    覆工コンクリートの施工完了から０．５ヶ月後に施工を開始し、月進 400ｍ／月で施工

期間を算出する。 

 

 ⑥ 後片付け 

    「工期設定ガイドリライン（共通編）」により、全工種の完了後、２ヶ月を設定する。 
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 ⑦ 工程表 

    標準的な工程表の考え方は下図のとおりである。 
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(m)   

補助ベンチ付全断面掘削工程表（爆破掘削方式） 

（注） 必要工期 ＝ トンネル掘削期間＋２．５ヶ月＋排水工等雑工期間＋準備及び後片付け 
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ベンチカット工法工程表（機械掘削方式） 

（注） 必要工期 ＝ 上半掘削期間＋３．０ヶ月＋排水工等雑工期間＋準備及び後片付け 
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５） ２本同時施工の場合における基本工程の考え方と標準工期 

  ・１工事で、トンネル２本を掘削する場合の後行トンネル（２本目）の掘削開始時期は、先

行トンネル切羽との離隔（延長）で設定するのでは無く、先行トンネル掘削開始から０．

５ヶ月単位で後行トンネル掘削開始を設定する。 

  ・両堀によるトンネル掘削の場合は、原則として到達地点（時点）が同じとなるよう設定す

る。 

 

６） 単位 

   算出した工程の月数は、小数点第２位を四捨五入（小数１位止め）する。 
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３－２． 工期の設定例                                

 トンネル工の工期は、支保パターン毎のサイクルタイム（1 ヶ月当り進行）を算出したうえで

設定する。 

 

１）工事全体の施工に必要な工事期間及び全体工期の算出 

（爆破掘削方式の場合） 

全体工期の算出にあたり、各工程に必要な期間は次のとおり。 

  ・準備期間     ＝ 110 日間     

  ・坑口切付け    ＝ 30 日間    （１ヶ月）必要に応じて 

  ・掘削（Ｎｉ）   ＝ 掘削延長／月進   （サイクルタイムより算定） 

  ・掘削（インバート）＝ （Ｎｉ）＋30 日間   （１ヶ月） 

  ・覆工コンクリート ＝ （Ｎｉ）＋60 日間   （２ヶ月） 

                ※覆工全延長／105   （  ヶ月） 

                   トンネル掘削が完了してから２ヶ月後に覆工コンクリートが完了 

  ・排水工等雑工   ＝ （覆工コンクリート）＋15 日間 （０．５ヶ月） 

                ※排水工全延長／400  （  ヶ月） 

                   覆工コンクリートが完了してから０．５ヶ月後に排水工等雑工を開始 

  ・後片付け     ＝ 60 日間    （２ヶ月） 

 

（機械掘削方式の場合） 

全体工期の算出にあたり、各工程に必要な期間は次のとおり。 

  ・準備期間     ＝ 110 日間     

  ・坑口切付け    ＝ 30 日間    （１ヶ月）必要に応じて 

  ・上半掘削（Ｎｉ） ＝ 上半掘削延長／月進   （サイクルタイムより算定） 

  ・下半掘削     ＝ （Ｎｉ）＋15 日間   （０．５ヶ月） 

  ・掘削（インバート）＝ （Ｎｉ）＋45 日間   （１．５ヶ月） 

  ・覆工コンクリート ＝ （Ｎｉ）＋75 日間   （２．５ヶ月） 

                ※覆工全延長／105   （  ヶ月） 

                   トンネル掘削が完了してから２ヶ月後に覆工コンクリートが完了 

  ・排水工等雑工   ＝ （覆工コンクリート）＋15 日間 （０．５ヶ月） 

                ※排水工全延長／400  （  ヶ月） 

                   覆工コンクリートが完了してから０．５ヶ月後に排水工等雑工を開始 

  ・後片付け     ＝ 30 日間    （２ヶ月） 

 

なお、各掘削方法、支保パターン毎のサイクルタイム表は、次頁のとおり。 
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２）補助ベンチ付全断面掘削工法（爆破掘削）のサイクルタイム表 

サイクルタイム１（補助ベンチ付全断面掘削工法） 

項 目 単 位 Ａ Ｂ ＣⅠ 
ＣⅡ-

a 

ＣⅡ-

b 
ＤⅠ ＤⅡ ＤⅢ 摘 要 

掘削断面積【 全断面】 

（ 余 掘 含 ま ず ） 
Ａ1 m２         ※－１ 

掘削断面積【 全断面】 

（ 余 掘 含 む ） 
Ａ2 m２         ※－１ 

掘削断面積【上半断面】

（ 余 掘 含 む ）
Ａ3 m２         ※－１ 

一 発 破 掘 進 長 Ｂ m 2.5 2.0 1.5 1.2 1.2 1.0 1.0 1.0  

変 化 率 Ｌ － 1.85 1.70 1.60 1.60 1.60 1.50 1.50 1.50  

m ２ 当 り せ ん 孔 数 Ｃ 孔／m２ 1.9 1.6 1.5 1.2 1.2 0.8 0.6 0.6  

せ ん 孔 長 Ｄ m Ｂ＋O.2 Ｂ＋O.1  

削 岩 機 使 用 台 数 Ｅ 台 3 3 3 3 3 3 3 3  

の み 下 り 速 度 Ｆ m／min 1.2 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3  

削 岩 機 １ 台 当 り 

せ ん 孔 数 
Ｇ 孔 Ａ1×Ｃ／Ｅ ※－２ 

ダンプトラッ ク積載量 Ｈ m３ 17.7 17.0 16.6 16.6 16.6 16.3 16.3 16.3 25tダンプ使用 

１ サ イ ク ル 

吹 付 け 面 積 
Ｍ m２ Ｂ×上下半吹付け周長 ※－１ 

吹 付 け 設 計 厚 Ｎ1 m 0.05 0.05 0.07 0.07 0.07 0.10 0.15 0.20 

高強度吹付コンクリート使用 コ ン ク リ ー ト 余吹き厚 Ｎ2 m 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.09 0.09 

鏡吹付けｺﾝｸﾘｰﾄ 設 計 厚 Ｎ3 m － － － 0.03 0.03 0.05 0.05 0.05 

１ サ イ ク ル 当 り 

ロ ッ ク ボ ル ト 本 数 
Ｐ1 本 一掘進長当り本数×Ｂ／縦断方向ピッチ ※－１ 

１ サ イ ク ル 当 り 

フォアポーリ ング本数 
Ｐ2 本 － 注）１ ※－１ 

せ ん 孔 時 間 min Ｄ×Ｇ／Ｆ＋Ｇ×0.5＋10 ※－２ 

装 薬 ， 爆 破 ， 換 気 min 70 60 50 50 50 30 30 30  

こ そ く ， 浮 石 除 去 min 20 20 20 25 25 25 25 25  

ず り 搬 出 min Ａ2×Ｂ×Ｌ×４／Ｈ＋10 ※－２ 

吹 付 け Ｒ min Ｍ×(Ｎ1＋Ｎ2)×1.24×60／10＋10 ※－２ 

鏡 吹 付 け Ｒ２ min － － － 
(A3－((N1+N2)×上半吹付け周長)) 

×N3×1.24×60／10 
※－２ 

支 保 工 建 込 み Ｓ min － － － － 20 20 20 20  

ロ ッ ク ボ ル ト 打 設 Ｔ1 min Ｐ1×３＋10 Ｐ1×４(3)＋10 
※－２、( ) : ※－

３ 

フォアポーリ ング打設 Ｔ2 min － ※－４ ※－２ 

金 網 Ｕ min － － － － － － － －  

損 失 ・ そ の 他 min 上記計×(0.21－0.05×Ｌ)＋10 
※－２、※－５Ｌ≦

2.5 

計 Ｑ min          

掘 削 サ イ ク ル タ イ ム min Ｑ－(Ｒ1+Ｒ2＋Ｓ＋Ｔ1＋Ｔ2＋Ｕ)  

１ヶ月当り進行（昼夜二交替） m 420×Ｂ×２×21／Ｑ ※－２、※－６ 

※－１ 小数点以下第２位を四捨五入し１位止めとする。 

※－２ 小数点以下第１位を四捨五入し整数とする。 

※－３ 地山等級ＤⅠにおいてＬ＝３m のロックボルトを使用する場合の打設時間は、Ｔ1＝Ｐ1×３＋１０とする。 

※－４ 地山等級ＤⅢにおいてＬ＝３m のフォアポーリングの打設時間（Ｔ2）は、Ｔ2＝Ｐ2×３とする。 

※－５ Ｌ＝トンネル片押し延長（km） 

※－６ 実作業７時間の２方で月当たり２１日作業の場合。 

注）１ 一掘進長当り本数×Ｂ／縦断方向ピッチ 

注）２ 非常駐車帯部で使用するＬ＝６m のロックボルトの打設時間は、Ｔ1＝Ｐ1×７＋１０とする。 

なお、ＤⅢは標準的な数値を記述しており、採用する断面の支保量・補助工法等を考慮し算出するものとする。 
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３）ベンチカット工法（機械掘削－上半）のサイクルタイム表 

 

サイクルタイム２（ベンチカット工法・上半用） 

項 目 単 位 ＣⅠ ＣⅡ ＤⅠ ＤⅡ ＤⅢ 摘 要 

掘 削 断 面 積 （ 余 掘 含 ま ず ） Ａ1 m２      ※－１ 
掘 削 断 面 積 （ 余 掘 含 む ） Ａ2 m２      ※－１ 
一 掘 進 長 Ｂ m 1.5 1.2 1.0  

変 化 率 Ｌ － 1.5 1.5 l.4  

1 0 t ダ ン プ 積 載 量 Ｈ m３ 6.0 6.0 5.8  

掘 進 機 能 力 （ 地 山 ） Ｃ m３／h 22(-) 27(22) 31(28) ( )：油圧切削機の場合 

１ サ イ ク ル 当 り  吹 付 面 積 Ｍ m２ 上半吹付周長×Ｂ ※－１ 

吹 付 設 計 厚 さ Ｎ1 m 0.07 0.07 0.10 0.15 0.20 

高強度吹付コンクリート使用 吹 付 余 吹 厚 さ Ｎ2 m 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 

鏡 吹 付 け 設 計 厚 さ Ｎ3 m － 0.03 0.05 0.05 0.05 

１サイクル当りロックボルト本数 Ｐ1 本 一掘進長当り本数  

１サイクル当りフォアポーリング本数 Ｐ2 本 － 注）１ ※－１ 

掘 削 準 備 min 10 10 10  

掘 削 min Ａ2×Ｂ×60／Ｃ ※－２ 

吹 付 け Ｒ1 min Ｍ×(Ｎ1＋Ｎ2)×1.25×60／10＋10 ※－２ 

鏡 吹 付 け Ｒ2 min  (A2-((N1+N2)×上半吹付周長))×N3×1.25×60／10 ※－２ 

支 保 工 建 込 み Ｓ min － 20(-) 20 ( ) : ※－３ 

ロ ッ ク ボ ル ト 打 設 Ｔ1 min Ｐ1×３＋15 Ｐ1×４(3)＋15 ※－２、( ) : ※－４ 

フ ォ ア ポ ー リ ン グ 打 設 Ｔ2 min － ※－５ ※－２ 

金 網 Ｕ min － － －  

損 失 ・ そ の 他 min 上記計×(0.25－0.06×Ｌ)＋10 ※－６、Ｌ≦1.5 

計 Ｑ min       

掘 削 サ イ ク ル タ イ ム min Ｑ－(Ｒ1＋Ｒ2＋Ｓ＋Ｔ1＋Ｔ2＋Ｕ)  

１ヶ月当り進行（昼夜二交替） m 420×Ｂ×２×21／Ｑ ※－２、※－７ 

※－１ 小数点以下第２位を四捨五入し１位止めとする。 

※－２ 小数点以下第１位を四捨五入し整数とする。 

※－３ 地山等級ＣⅡにおいて鋼アーチ支保工を設置しない場合は計上しないこと。 

※－４ 地山等級ＤⅠにおいてＬ＝３m のロックボルトを使用する場合の打設時間は、Ｔ1＝Ｐ1×３＋１５とする。 

※－５ 地山等級ＤⅢにおいてＬ＝３m のフォアポーリングの打設時間（Ｔ2）は、Ｔ2＝Ｐ2×３とする。 

※－６ Ｌ＝トンネル片押し延長（km） 

※－７ 実作業７時間の２方で月当たり２１日作業の場合。 

注）１ 上半一掘進長当り本数 

注）２ 非常駐車帯部で使用するＬ＝６m のロックボルトを使用する場合の打設時間は、Ｔ1＝Ｐ1×７＋１５とする。 

   なお、ＤⅢは標準的な数値を記述しており、採用する断面の支保量・補助工法等を考慮し算出するものとする。 
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４）ベンチカット工法（機械掘削－下半）のサイクルタイム表 

 

サイクルタイム３（ベンチカット工法・下半用） 

項 目 単 位 ＣⅠ ＣⅡ ＤⅠ ＤⅡ ＤⅢ 摘 要 

掘 削 断 面 積 （ 余 掘 含 ま ず ） Ａ1 m２ 
下半の１／２面積 

※－１ 
掘 削 断 面 積 （ 余 掘 含 む ） Ａ2 m２ ※－１ 
一 掘 進 長 Ｂ m 3.0 2.4 2.0  

変 化 率 Ｌ － 1.5 1.5 l.4  

1 0 t ダ ン プ 積 載 量 Ｈ m３ 6.0 6.0 5.8  

掘 削 ・ 積 込 能 力 （ 地 山 ） Ｋ m３／h 15 15 19  

１ サ イ ク ル 当 り  吹 付 面 積 Ｍ m２ 下半片側吹付周長×Ｂ  

吹 付 設 計 厚 さ Ｎ1 m 0.07 0.07 0.10 0.15 0.20 
高強度吹付コンクリート使用 

吹 付 余 吹 厚 さ Ｎ2 m 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 

１サイクル当りロックボルト本数 Ｐ 本 下半片側断面本数×２  

ず り 積 準 備 min 10 10 10  

積 込 min Ａ2×Ｂ×60／Ｋ ※－２ 

吹 付 け Ｒ min Ｍ×(Ｎ1＋Ｎ2)×1.21×60／10＋10 ※－２ 

支 保 工 建 込 み Ｓ min － － 20  

ロ ッ ク ボ ル ト 打 設 Ｔ min Ｐ×３＋15 Ｐ×４(3)＋15 ( ) : ※－３ 

金 網 Ｕ min － － － －  

損 失 ・ そ の 他 min ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 
注）( )は合計タイムが上半と

同じになるよう決定する。 

計 Ｑ min       

掘 削 サ イ ク ル タ イ ム min Ｑ－(Ｒ＋Ｓ＋Ｔ＋Ｕ)  

１ヶ月当り進行（昼夜二交替） m 420×Ｂ×21／Ｑ ※－４ 

※－１ 小数点以下第２位を四捨五入し１位止めとする。 

※－２ 小数点以下第１位を四捨五入し整数とする。 

※－３ 地山等級ＤⅠにおいてＬ＝３m のロックボルトを使用する場合の打設時間は、Ｔ＝Ｐ×３＋１５とする。 

※－４ 実作業７時間の２方で月当たり２１日作業の場合。 

注）１ 非常駐車帯部で使用するＬ＝６m のロックボルトを打設する場合の打設時間は、Ｔ＝Ｐ×７＋１５とする。 
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第４章． 工程作成支援ツール                      

 

４－１． 基本事項                                  

  工程作成支援ツールとは、これまでガイドライン（ＴＮ編）に示す考えを元に、標準工程表

を作成するための補助ツールであり、積算要領や数量算出要領に基づき、サイクルタイム、及

び施工数量等から施工日数等を算出し、標準的な工事期間を設定するものである。 

したがって、詳細な工種の施工日数ではなく、主工種により工程表をまとめており、全体工 

程表の作成にあたっては、現地条件を踏まえ作成すること。 

 

１）準備期間及び跡片付け期間の設定 

  工程作成支援ツールにおいて設定する準備期間及び跡片付け期間については、土木工事にお

ける適正な工期設定ガイドライン（共通編）による。 

 

２）工種の設定 

  工事工程作成支援ツールで、標準フォーマットとして設定している主たる工種は次のとおり。 

（１）爆破掘削方式（補助ベンチ付全断面掘削工法） 

工 種 規 格 単位 

坑口切付け  式 

掘削 支保パターンを入力 ｍ 

覆工コンクリート  ｍ 

路盤排水工  ｍ 

 

（２）機械掘削方式（ベンチカット工法） 

工 種 規 格 単位 

坑口切付け  式 

上半掘削 支保パターンを入力 ｍ 

下半掘削  ｍ 

覆工コンクリート  ｍ 

路盤排水工  ｍ 

  なお、工程作成支援ツールは上記の工種以外についても、項目を設定可能である。 

  新たな項目を設定する場合は、空白行に必要事項を記載することで、同様に利用することが

可能である。 
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３）サイクルタイムによる掘削施工期間の設定 

  トンネル掘削期間は、「４－２．工期の設定例」を参考に各工事の施工条件を反映したサイク

ルタイムを算出し、掘削する順に支保パターン毎の数量、１か月当り進行長（サイクルタイム

より算出）を入力する。 

  ・爆破掘削方式の場合 

    全断面掘削の支保パターン毎の数量、１か月当り進行長を入力すると、インバート掘削、

覆工コンクリート、路盤排水工の施工期間が数量算出要領に基づき、トンネル掘削の施工

時期との関係より自動的に決定する。 

・機械掘削方式の場合 

    上半断面掘削の支保パターン毎の数量、１か月当り進行長を入力すると、下半掘削、イ

ンバート掘削、覆工コンクリート、路盤排水工の施工期間が数量算出要領に基づき、トン

ネル掘削の施工時期より自動的に決定する。 

 

  ただし、延長が短いトンネルでは、掘削完了の２ヶ月後に覆工コンクリートを完成させるこ

とが困難となる場合があるため、必ずしも覆工コンクリートの完成はトンネル掘削完了後の２

ヶ月後とする必要はない。 

 

４）工区の設定 

  工程作成支援ツールでは、トンネルごとに工程を作成する。トンネルチューブ数が複数とな

る場合は、ファイルをコピーして別途作成すること。 
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